
子どもの運動機会拡充事業

１ 目 的

スポーツ能力測定会を通して、子どもが自分の体力・運動能力の特性に気付き、これから

スポーツを始めたり、選んだりするきっかけとなる機会を提供する。

総合型地域スポーツクラブ、市町村スポーツ推進委員会、体育協会など地域のスポーツ団

体が連携して、小学生を対象としたスポーツ能力測定会で得られたデータを活用しながら、

地域における子どもたちが運動に親しむことができる環境を整えることを目指す。

２ 概 要

スポーツ能力測定会を開催し、そこで得られた測定結果を基に、スポーツ団体が連携して

子どもが運動できる環境を整える。

３ 内 容

（１）事業名 令和４年度秋田県タレント発掘合同トライアル事業(兼)子どもの運動機会

拡充事業 スポーツ能力測定会＆スポーツ体験会 in 秋田市

（２）期 日 令和４年９月４日（日） ９：００～

（３）会 場 秋田県立武道館・秋田県立総合プール

（４）スポーツ能力測定会の種目（６種目）

10mスプリント、視覚反応ステップ、スイングスピード、リカバリーバランス、

ジャンプ力、敏捷性

（５）スポーツ体験会の種目（15種目）

フィギュアスケート、空手道、バレーボール、トランポリン、ゴルフ、ソフトボール、

弓道、飛込、水球、ラグビーフットボール、ボート、自転車競技、トライアスロン、

ボウリング、ボッチャ

４ まとめ

令和４年度も昨年同様、一般社団法人スポーツ能

力発見協会が実施する「スポーツ能力測定会」と公

益財団法人秋田県スポーツ協会加盟14競技団体、及

び県ボッチャ協会が実施する「スポーツ体験会」を

同日開催とした。

参加対象は県内の小学校３～６年生と中学校１～

３年生で、募集人数は200人とした。事業リーフレッ

トは県内の全小中学校へ配布するとともに、当所ホ

ームページへの掲載、県有体育施設にリーフレット

を置いてもらうなどして、広く周知を図った。

応募者数は、小学生219人、中学生31人の合計250

人であったが、小学生190人（抽選）、中学生31人の

合計221人を当選者とした。当日は小学生39人、中学

生14人の合計53人が欠席したため、小学生151人、中

学生17人の合計168人が参加した。

新型コロナウイルス感染症対策として、参加者（保

護者含む）の２週間前までの健康観察シートの提出

や受付における検温と手指消毒、各会場の随時換気

を行った。また、スポーツ体験会を実施する各競技

団体へは除菌シートを配布して、使用する用具の消毒

を徹底した。 配付したリーフレット



スポーツ能力測定会は参加者を８組に分け、時刻を指定して小道場で実施した。また、ス

ポーツ体験会は測定会の指定時刻以外の時間帯で15種目を自由に体験できるようにした。

会場での実施したアンケートの結果では、「参加した理由は何か。」という問いに対して、

小学生の67％、中学生の全員が「自分の優れているところや強化したところを知りたいから。」

と回答していた。

また、「アドバイスを受けて、今後新たに競技を行う予定があるか」という問いに対して、

小学生の26％、中学生の35％が「現在取り組んでいる競技を続けながら、さらに他の競技に

も取り組んでみたい」と回答していた。

なお、本所「子どもの運動機会拡充事業」は令和４年度をもって終了することになったが、

県スポーツ協会「タレント発掘合同トライアル事業」としては、今年度と同様の事業内容で、

９月上旬に県立武道館等で実施する予定である。

スポーツ体験会の様子①「ボウリング」

測定の様子②「10mスプリント」測定の様子①「ジャンプ」

スポーツ体験会の様子②「自転車」


